
JP 4383455 B2 2009.12.16

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線・ローカル・エリア（ＷＬＡＮ）内の現在利用中の基本サービスセット（ＢＳＳ）
から無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）によってハンドオフを決定する方法であって、
　最高クラスのトラフィック・サービスおよび該最高クラスのためのサービスの質（Ｑｏ
Ｓ）を、ある基本サービスセット（ＢＳＳ）・ビーコン（ｂｅａｃｏｎ）から決定するス
テップと、
　前記ビーコン内で提供されるＱＢＳＳ負荷エレメントから、チャンネル利用とフレーム
損失率とを取得するステップと、
　前記ビーコン内に含まれる現在利用中のセルにおける、ＱｏＳパラメータセットと遅延
平均値とを取得するステップと、
　現在利用中のＢＳＳのチャンネル利用、フレーム損失、遅延のうちの１つ又はそれ以上
を含むデータを有するＱｏＳインデックスを計算するステップと、
　ここで、該ＱｏＳインデックスを計算するステップは、
　　　ＱｏＳインデックスをゼロに設定するステップと、
　　　ＱｏＳパラメータのリストを作成するステップと、
　　　前記ＱｏＳパラメータの１つを選択するステップと、
　　　前記選択されたＱｏＳパラメータと、該ＱｏＳパラメータ用の高閾値および低閾値
とを比較するステップと、
　　　前記選択されたパラメータが前記ＱｏＳパラメータ用の高閾値より大きいという条
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件で、前記ＱｏＳインデックスをインクリメントするステップと、前記選択されたパラメ
ータが前記ＱｏＳパラメータ用の前記高閾値よりも小さくかつ前記ＱｏＳパラメータ用の
前記低閾値よりも大きいという条件で、現在利用中のＱｏＳインデックスを保持するステ
ップと、前記選択されたパラメータが前記ＱｏＳパラメータ用の前記低閾値よりも小さい
という条件で、前記現在利用中のＱｏＳインデックスを減少させるステップとのいずれか
を実行するステップとをさらに含み、
　前記計算されたＱｏＳインデックスが少なくともＱｏＳインデックス閾値に等しいとい
う条件で、ハンドオフを終結し、前記現在利用中のＢＳＳとの通信を保持するステップと
を具えたことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記現在利用中のＱｏＳインデックスは、ｎ＋１だけ減少させられる（ｎは、有効なＱ
ｏＳパラメータの数に等しい）ことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記現在利用中のＱｏＳインデックスが、前記ＱｏＳインデックス閾値よりも小さいと
き、ハンドオフ動作を継続するステップ
をさらに具えたことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項４】
　前記ハンドオフ動作を継続するステップは、
　隣接するＢＳＳｓのリストを取得するステップと、
　前記リストから各ＢＳＳのために、
　前記選択されたＢＳＳから、前記ＱｏＳインデックスの計算のために必要とされる情報
を取得するステップと、
　最高ＱｏＳインデックスがヒステリシスＱｏＳ閾値よりも大きいという条件で、ハンド
オフを開始するステップと
を具えたことを特徴とする請求項３記載の方法。
【請求項５】
　後続のハンドオフ手続を容易化するために、前記ヒステリシスＱｏＳ閾値を低下させる
ステップ
をさらに具えたことを特徴とする請求項４記載の方法。
【請求項６】
　無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）であって、
　最高クラスのトラフィック・サービスおよび該最高クラスのためのサービスの質（Ｑｏ
Ｓ）を、ある基本サービスセット（ＢＳＳ）・ビーコン（ｂｅａｃｏｎ）から決定する手
段と、
　前記ビーコン内で提供されるＱＢＳＳ負荷エレメントから、チャンネル利用とフレーム
損失率とを取得する手段と、
　前記ビーコン内に含まれる現在利用中のセルにおける、ＱｏＳパラメータセットと遅延
平均値とを取得する手段と、
　現在利用中のＢＳＳのチャンネル利用、フレーム損失、遅延のうちの１つ又はそれ以上
を含むデータを有するＱｏＳインデックスを計算する手段と、
　ここで、該ＱｏＳインデックスを計算する手段は、
　　　ＱｏＳインデックスをゼロに設定する手段と、
　　　ＱｏＳパラメータのリストを作成する手段と、
　　　前記ＱｏＳパラメータの１つを選択する手段と、
　　　前記選択されたＱｏＳパラメータと、該ＱｏＳパラメータ用の高閾値および低閾値
とを比較する手段と、
　　　前記選択されたパラメータが前記ＱｏＳパラメータ用の高閾値より大きいという条
件で、前記ＱｏＳインデックスをインクリメントする手段と、前記選択されたパラメータ
が前記ＱｏＳパラメータ用の前記高閾値よりも小さくかつ前記ＱｏＳパラメータ用の前記
低閾値よりも大きいという条件で、現在利用中のＱｏＳインデックスを保持する手段と、
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前記選択されたパラメータが前記ＱｏＳパラメータ用の前記低閾値よりも小さいという条
件で、前記現在利用中のＱｏＳインデックスを減少させる手段とのいずれかを実行する手
段とをさらに含み、
　前記計算されたＱｏＳインデックスが少なくともＱｏＳインデックス閾値に等しいとい
う条件で、ハンドオフを終結し、前記現在利用中のＢＳＳとの通信を保持する手段と
を具えたことを特徴とする無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【請求項７】
　前記現在利用中のＱｏＳインデックスは、ｎ＋１だけ減少させられる（ｎは、有効なＱ
ｏＳパラメータの数に等しい）ことを特徴とする請求項６記載の無線送信／受信ユニット
（ＷＴＲＵ）。
【請求項８】
　前記現在利用中のＱｏＳインデックスが、前記ＱｏＳインデックス閾値よりも小さいと
き、ハンドオフ動作を継続する手段
をさらに具えたことを特徴とする請求項６記載の無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【請求項９】
　前記ハンドオフ動作を継続する手段は、
　隣接するＢＳＳｓのリストを取得する手段と、
　前記リストから各ＢＳＳのために、
　前記選択されたＢＳＳから、前記ＱｏＳインデックスの計算のために必要とされる情報
を取得する手段と、
　最高ＱｏＳインデックスがヒステリシスＱｏＳ閾値よりも大きいという条件で、ハンド
オフを開始する手段と
を具えたことを特徴とする請求項８記載の無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【請求項１０】
　後続のハンドオフ手続を容易化するために、前記ヒステリシスＱｏＳ閾値を低下させる
手段
をさらに具えたことを特徴とする請求項９記載の無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システムに関連し、特に、該無線通信システムにおけるハンドオー
バーに関する。
【背景技術】
【０００２】
図１は、無線ローカルエリア・ネットワーク（ＷＬＡＮ）における、２つの基本サービス
セット（ＢＳＳｓ）としてのＢＳＳ１１２１とＢＳＳ２１２２との間で、潜在的にハンド
オーバーする無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）１４１Ｎの１例を示す。
元来、ＢＳＳ１１２１は、アクセスポイント（ＡＰ）１０１と複数のＷＴＲＵ１４１１～
１４１Ｎとを有し、ＢＳＳ２１２２は、アクセスポイント（ＡＰ）１０２と複数のＷＴＲ
Ｕ１４２１～１４２３とを有している。ＷＴＲＵ１４１１～１４１Ｎは、アクセスポイン
ト（ＡＰ）１０１と共に無線通信内にある。図１に示すように、アクセスポイント（ＡＰ
）１０２，１０１はともに、分配システム１６に接続されている。例えばＢＳＳ１１２１

とＢＳＳ２１２２間のようなＢＳＳｓ１２間で、ハンドオーバーを行うか否かを決定する
ために、ＷＴＲＵ１４１Ｎは、各ＢＳＳ１２１，１２２に対する、受信信号強度（ＲＳＳ
）又は信号対ノイズ比（ＳＮＲ）を測定する。より良いＲＳＳ又はＳＮＲを有するＢＳＳ
１２は、更なる通信のために選択される。ＢＳＳ１１２１が選択された場合には、実線と
して例示されるように、現在利用中の通信リンクは維持される。ＢＳＳ２１２２が選択さ
れた場合には、破線として例示されるように、新たなリンクがＢＳＳ２と共に確立される
。
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
このようなアプローチはおそらく最も強いリンクをＷＴＲＵ１４１Ｎに提供できるが、他
の評価基準では、そのような接続は望ましくない場合がある。例として、最も強いリンク
を有するＢＳＳは、オーバーロードとなるおそれがあり、ＷＴＲＵ１４１Ｎに関するいく
つかのサービスの質（ＱｏＳ）の必要条件を満たすことができない。従って、交互のハン
ドオーバー方式を有することが望ましい。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
無線ローカルエリア・ネットワーク（ＷＬＡＮ）における現在利用中の基本サービスセッ
ト（ＢＳＳ）から、無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）によってハンドオフのトリガー
となる際に、以下の処理が実行される。
【０００５】
　最高クラスのトラフィック・サービスおよびサービスの質（ＱｏＳ）が、基本サービス
セット（ＢＳＳ）・ビーコン（ｂｅａｃｏｎ）から決定される。信号対ノイズ比（ＳＮＲ
）或いは受信信号強度（ＲＳＳ）が最高クラスの高閾値よりも大きいときに、ハンドオフ
は終結され、通信は現在利用中のＢＳＳと共に保有される。他の評価基準は、ＳＮＲ或い
はＲＳＳが高閾値よりも小さいときに、ハンドオフが望まれているかどうか決定するため
に評価される。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
本発明の特徴および構成要素は、最良の形態の特別な組み合わせによって記述されるが、
各特徴および構成要素は、単独（最良の実施形態の他の特徴および構成要素なしで）、或
いは、本発明の他の特徴および構成要素の有無にかかわらず様々な組み合わせで使用でき
る。
【０００７】
　以下、無線送信受信ユニット（ＷＴＲＵ）は、ユーザ設備、ステーション、移動局、固
定若しくは移動の加入者ユニット、ポケットベル、又は無線環境で作動できるいかなる他
のタイプの装置にも制限されるものではない。
【０００８】
　以下、アクセスポイントは、無線環境における、基地局、Ｎｏｄｅ－Ｂ、サイト・コン
トローラ、又はいかなる他のタイプのインターフェースデバイスも含むが、これらに限定
されるものではない。以下、ＷＬＡＮｓに関して記述するが、本発明は、他のワイヤレス
・ネットワークにも適用可能である。
【０００９】
　図２は、ＲＳＳ／ＳＮＲと他のシステム統計値ハンドオーバーの実施形態である。
【００１０】
　図１のＷＴＲＵ１４１ＮなどのＷＴＲＵは、ＢＳＳ１１２１からＢＳＳ２１２２へのよ
うなＢＳＳｓ１２間でのハンドオーバーが望ましいかどうか決定するために、ハンドオー
バーのアルゴリズムを開始する（ステップＳ３０）。ＲＳＳおよび／またはＳＮＲは、現
在利用中のＢＳＳと何れか潜在的ハンドオーバーＢＳＳｓとを含む、各ＢＳＳ１２のため
に測定される（ステップＳ３２）。他のシステム統計値は、各ＢＳＳ１２のために測定さ
れる（ステップＳ３４）。該他のシステム統計値とは、遅延領域、帯域幅要件（すなわち
、データ速度）、フレーム誤り率などのサービスの質に関連するものである。ＲＳＳ／Ｓ
ＮＲと他のシステム統計値とに基づいて、ハンドオーバーの決定がなされる（ステップＳ
３６）。該他のシステム統計は、一般的には、ＷＴＲＵのサービスのトラフィック・クラ
スに基づいている。
【００１１】
　図３は、そのようなハンドオーバーが可能なＷＴＲＵ１８の一実施形態を示すものであ
る。
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【００１２】
　図３の構成は、個別の構成、或いは、複数のＩＣと個別の構成との組み合わせによって
、複数のＩＣ上に特定用途型集積回路（ＡＳＩＣ）などの単一の集積回路（ＩＣ）を搭載
することで実現できる。無線信号は、ＷＴＲＵ１８のアンテナ２０或いはアンテナアレイ
とトランシーバー（Ｘｃｅｉｖｅｒ）２２を通じて、受信および送信がなされる。ＲＳＳ
／ＳＮＲ測定装置２４は、それぞれのＢＳＳ１２のＲＳＳ、各ＢＳＳのＲＳＳおよび／ま
たはＳＮＲを測定する。ハンドオーバーコントローラ２６は、ＲＳＳ／ＳＮＲ測定値と他
のシステム統計値とを受け取って、別のＢＳＳ１２へのハンドオーバーが望まれているか
どうかを決定する。図３或いは他の手段で示されるように、他のシステム統計値は、受信
した通信から回復される。
【００１３】
　図４は、ＲＳＳ／ＳＮＲおよび他のシステム統計値ハンドオーバーに好ましい実施形態
の一例を示す。各トラフィック・チャネルにおいて、ＱｏＳキャラクタは、遅延領域、帯
域幅要件（データ速度）、フレーム誤り率などのように定義される。各パラメータのため
の最小値と最大値が、それぞれのトラフィック・クラスのために定義される。表１は、異
なるトラフィック・クラスのための、ＱｏＳの特性とＳＮＲ値の１例を示す。
【００１４】
【表１】

【００１５】
　ＳＮＲ値が、高ＳＮＲ閾値、すなわち、ハンドオーバーを求める実体に関連した所与の
トラフィック・クラス（ＴＣ）のためのＳＮＲ最大値よりも下方で低下するとき、ハンド
オーバーアルゴリズムは、トリガーされる（ステップＳ４０）。そのトラフィック・クラ
ス（ＴＣ）は、表１で示した値の１つである。アルゴリズムは、ＳＮＲ値を低ＳＮＲ閾値
と比べ、その結果に応じて、一般に以下の処理を実行する。
【００１６】
　ＳＮＲ値が、低ＳＮＲ閾値と高ＳＮＲ閾値との間にあるときには、アルゴリズムは、こ
のトラフィック・クラスのためのＱｏＳインデックスをチェックする。ＱｏＳインデック
スは、表１における何れか若しくはすべての評価基準から得ることができ、または、交互
に他の評価基準を使用することもできる。
【００１７】
　ＱｏＳインデックスがＱｏＳインデックス閾値よりも低い場合は、ＷＴＲＵは、ハンド
オーバーをトリガーするために隣接するセルをスキャンし始める。ＳＮＲ値が高ＳＮＲ閾
値より高いなら、リンク品質が良く、ハンドオーバーの必要は全くないので、アルゴリズ
ムは終了する。ＳＮＲ値が低閾値よりも低いために、ＷＴＲＵは、ＱｏＳインデックスを
ＱｏＳインデックス閾値と比較することなく、隣接するＢＳＳｓをスキャンし始める。上
記内容はＳＮＲを参照しているが、その代わりに、ＲＳＳ、又は、ＲＳＳとＳＮＲとの組
み合わせを使用してもよい。
【００１８】
　図４を参照すると、モニターしているＷＴＲＵ１８でのトラフィックのための最高クラ
スなサービスと、ＷＴＲＵ１８のＱｏＳ要件とが調査される（ステップＳ４２）。ＳＮＲ
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が低閾値のとき若しくはそれよりも大きいときに（ステップＳ４４）、ＱＢＳＳ負荷エレ
メントからのチャンネル利用とフレーム損失率とが決定される（ステップＳ４８）。Ｑｏ
Ｓパラメータセット・エレメントが、チェックされ（ステップＳ５０）、ＱｏＳインデッ
クスが計算される（ステップＳ５２）。ＱｏＳインデックスがＱｏＳインデックス閾値よ
りも大きい場合は、ハンドオーバーアルゴリズムは終了する（ステップＳ５４、ステップ
Ｓ８６）。
【００１９】
　ＱｏＳインデックスが、閾値以下であるなら、アルゴリズムは、次に記述するように、
スキャンするために隣接しているＢＳＳｓ１２のリストを決定する（ステップＳ６２－Ｓ
８４）。
【００２０】
　ＳＮＲが低閾値よりも低い場合は（ステップＳ４４）、チャンネル利用が決定され、フ
レーム損失率がＱＢＳＳ負荷エレメントから得られる（ステップＳ５６）。ＱｏＳパラメ
ータセット・エレメントが、チェックされ（ステップＳ５８）、ＱｏＳインデックスが計
算される（ステップＳ６０）。
【００２１】
　隣接するＢＳＳｓ１２のリストが決定され（ステップＳ６２）、スキャン隣接ルーチン
が開始される（ステップＳ６４）。そのリストの第１のＢＳＳｓ１２がスキャンされる（
ステップＳ６６）。
【００２２】
　第１のＢＳＳ１２からプローブ（ｐｒｏｂｅ）応答が得られ、該プローブ応答から、チ
ャンネル利用、フレーム損失率、およびＱｏＳパラメータが得られる（ステップＳ６８）
。ＳＮＲとＱｏＳパラメータ・エレメントとがチェックされる（ステップＳ７０）。スキ
ャンされるべき隣接する第１のＢＳＳ１２のためのＱｏＳインデックスの計算が実行され
る（ステップＳ７２）。
【００２３】
　リスト内に多くのＢＳＳｓ１２が存在する場合には（ステップＳ７４）、次のＢＳＳ１
２が選ばれる（ステップＳ７６）。ステップＳ６８からＳ７４は、その次のＢＳＳ１２の
ために繰り返し実行される。
【００２４】
　スキャンされるべきＢＳＳｓ１２がそれ以上存在しないときは、最も高いＱｏＳインデ
ックスを備えたＢＳＳ１２が選択される（ステップＳ７８）。その選択されたＢＳＳ１２
のＱｏＳインデックスと、現在利用中のＢＳＳ１２のＱｏＳインデックスとの間の差分値
が取得される。ＷＴＲＵ１８がＢＳＳ１２間で頻繁にハンドオーバーできないようにする
ために、ＱｏＳインデックスの差分値がヒステリシスと比較され、もしその差分値がヒス
テリシスよりも大きいかどうかが決定される（ステップＳ８０）。そのヒステリシスは、
他の技法によって導出される場合もあるが、好ましくは、トラフィックのクラス（ＴＣ）
の関数として表される。もし計算された差分値が最新の記憶されたヒステリシスよりも大
きい場合には、新しいセルに対するハンドオーバーが開始され、ヒステリシス値は元の値
にリセットされる（ステップＳ８２）。ハンドオフ・アルゴリズムは、終了する（ステッ
プＳ８６）。もし現在利用中のＱｏＳインデックスと目標セルのＱｏＳインデックスとの
間の差分値がヒステリシスよりも小さい場合には、ヒステリシス値が更新される（ステッ
プＳ８４）。好ましくは、ヒステリシス値は、ＷＴＲＵ１８が不十分なサービスを継続し
て提供している場合、ハンドオーバーアルゴリズムを利用するＷＴＲＵ１８が、新しいセ
ルに対してハンドオーバーを得るためのより良い機会を持たせるようにするために、減少
する。
【００２５】
　図５は、ＱｏＳインデックス計算アルゴリズムの一実施形態を示す。このアルゴリズム
は、他のアプリケーションで使用できるが、図４のステップＳ５２とステップＳ７２と共
に使用することが好ましい。ステップＳ８８、ステップＳ９０で、ＱｏＳインデックスは
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、最初はゼロに設定される。ステップＳ９２で、利用可能なＱｏＳパラメータのリストが
作成される。ステップＳ９４で、リストにおける最初のＱｏＳパラメータが選択される。
ステップＳ９６で、選択されたＱｏＳパラメータは、関連トラフィックのクラス（ＴＣ）
から取得された高閾値と比較される。その選択されたパラメータが高閾値より大きいなら
、ステップＳ９８でＱｏＳインデックスがインクリメントされる。ステップＳ１００で、
ＱｏＳパラメータが、高閾値よりも小さくまた低閾値よりも大きい場合には、ＱｏＳイン
デックスは変化しない。ＱｏＳパラメータが、上下の閾値よりも低い場合は、現在利用中
のＱｏＳインデックスはｎ＋１だけ減少させられる（ｎは、調べられるＢＳＳｓの総数）
。これらの３ステップの１つ、ステップＳ９０、ステップＳ１００、ステップＳ１０２が
実行された後、ステップＳ１０４で、それ以上の調べられるべきＱｏＳパラメータが存在
するかが決定される。より多くのＱｏＳパラメータがある場合、ステップＳ１０６で、次
のＱｏＳパラメータが選択される。ＱｏＳパラメータのすべてが調べられるまで、ステッ
プＳ９６からステップＳ１０４までが繰り返される。ＱｏＳパラメータのすべてが評価さ
れた後に、ステップＳ１０８で、ＱｏＳインデックスが生成される。
【００２６】
　図５は、ＱｏＳインデックスを生成するための一実施形態を示すが、他の実施形態でも
使用可能である。例えば、ＱｏＳインデックスは、ＱｏＳパラメータに重みを加えること
によって生成できる。
【００２７】
　図４および図５における、アルゴリズムの１つのアプリケーションとしては、８０２．
１１ｅに従ったＡＰとＷＴＲＵと共に実行できる。さらに、別のアプリケーションが８０
２．１１ｂ　ＡＰと共にあって、アルゴリズムのための必要なパラメータを伴ったＷＴＲ
Ｕは、８０２．１１ビーコンと、プローブレスポンス・フレーム或いは専用信号を介して
加えられる。また、これらのアルゴリズムは、他の無線の環境に適用できる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】潜在的ハンドオーバーにおけるＷＴＲＵの説明図である。
【図２】ＲＳＳ／ＳＮＲおよび他のシステム統計値ハンドオーバーアルゴリズムの一実施
形態を示すフローチャートである。
【図３】ＲＳＳ／ＳＮＲおよび他のシステム統計値ハンドオーバーが可能なＷＴＲＵの一
実施形態を示す概略説明図である。
【図４】ＲＳＳ／ＳＮＲおよび他のシステム統計値ハンドオーバーアルゴリズムの実施形
態を示すフローチャートである。
【図５】ＱｏＳインデックスの計算のためのアルゴリズムの一実施形態を示すフローチャ
ートである。



(8) JP 4383455 B2 2009.12.16

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】 【図５】



(9) JP 4383455 B2 2009.12.16

10

フロントページの続き

(72)発明者  マゲド　ザキ
            カナダ　エイチ８ワイ　３エヌ５　ケベック　ピエールフォン　セレス　９２６０　アパートメン
            ト　２０２

    審査官  佐藤　聡史

(56)参考文献  特開２０００－２９５６５０（ＪＰ，Ａ）
              特開２００３－１３４５５０（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              H04W 4/00-99/00


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

